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Ⅲ  ※本問において振動板側は自由端・固定端反射の両方の可能性があるが、 

問題に明示されていないため本解答では自由端反射として作成した。 
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【 講 評 】 

全体的には計算力を必要とする問題が多く，要領よく計算しないと時間的に厳しくなる問題である。要領よく計

算するために，思考力を要する問題である。全体としては「やや難」であった。 

 

１. 小問集合 難易度： やや難 

（1），（2）は定番の問題であるが，やや面倒な計算を要求している。（3）は大阪医科

大の小問集合の問題で繰り返し出題されている問題である。（4）はボイル・シャルル

とポアソンの式を連立させる問題であるが，計算も面倒で難問である。 

２. 水平方向の初速度をもつ斜方投射と繰り

返しの衝突 

難易度： 標準～やや難 

静止座標で考える問題なので，斜方投射と繰り返し衝突の問題を組み合わせた標準的

な問題である。（5）は x 座標が（4）の落下位置と同じなので，その x の値で y 座標が

円板上にあればいいことに気付けば易しく計算できるが，難問といえる。 

３. 気柱の共鳴と気体の法則 難易度： やや難 

気柱の共鳴とボイル・シャルル（及び密度を含むボイル・シャルル）を組み合わせた

問題である。音速の式が定番と異なる形で与えられているので，戸惑うかもしれない。

何倍かを尋ねられているので，振動数の公式に代入して比較していけばよいが，要領

よく計算することが求められる。 

４. 電流と磁界 難易度： 標準 

電流がつくる磁界が電流に及ぼす力の定番の問題である。標準的レベルである。 
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